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5. 結   言 試作２号機の小型化及び防汚機能の向上を目標に，新たな防汚機構を考案して試作３号機を製作した。試作３号機の特徴は，レンズ周りに圧縮空気の膨張空間を設け，そこに連続気泡の緩衝体を埋め込む構造としたことである。これによって防汚機能を向上させた上，小型化した機上工具観察システムを開発した。                                         

文   献 1) 竹保義博ほか 5名：広島県立総合技術研究所東部工業技術センター研究報告，工具モニタリングシステムの開発（第 1 報） 機上工具観察システムの開発，25(2012). 2) 和田雅行ほか 4 名：広島県立総合技術研究所東部工業技術センター研究報告，工具モニタリングシステムの開発（第 2 報） 機上工具観察システム専用照明の開発，26(2013),東部工業技術センターwebサイト： https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/29/kh2613.html 3) 佐々木秀和，竹保義博，山本健，和田雅行：特許第5895263 号(2016). 


